日立圆クッキングヒーター(ビルトインタイプ） 

設置説明書 

17機種共通の設置説明書になっています。イラストは、 HT - C 20 TWFS を主体に説明してしほす。 



トッププレート幅 75 cm 

トッププ レー 

、幅目 Ocm 

中央 

型式\ 

レン’力-仍ン强システムけ 


レンシつ-口。翻'；/ステム材 


ヒーター 

C20T シリ-ズ 

HT-C20TWFS 

HT-C20TWS 

HT-C20TFS 

HT-C20TS 


C10T シリ-ズ 

HT-C10TWFS 

HT-C10TWS 

HT-C10TFS 

HT-C10TS 

IH ヒーター 

C9T シ II- ズ 

HT-C9TWFS 

HT-C9TWS 

HT-C9TFS 

HT-C9TS 


C8 シリ-ズ 

HT-C8WFS 

HT-C8WS 

HT-C8FS 

HT-C8S 

HT-C8 

クイック 
ラジェント 


HITACHI 

Inspire the IMext 

Is 置される方へのお願い 

• この設置説明書は天ぷら鍋、保 
証書、取扱説明書、カンタンご 
使用ガイドととちに必ずお客様 
におミ度しください。 

•本体設置時に、トップフレート 
や操作部ユニットを分解しない 
で < ださい。 

•試運転を必ず行い、お客様へ正 
しい使いかたをご説明ください。 


IHT - C 20 T シリーズは左-ちヒーターび才ールメタル対応です。 
I HT - C 10 T シリーズは右ヒーターび才ールメタル対応です。 


安全のため麻ずお守りください 


設置をする前に、この設置説明書をよくお読みになり、正しく設置をしてください。 

ここに示した注意事項は、 

表示内容を無視して誤った使いかたや設置や工事をしたとさに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 



この表示の欄は、「死 t ： または重傷を負ラ 
ことび想定される」内容です。 


給表示の例 


A 


「酱告やを意を促ず」 
内容のちのです。 



么注意 


この表示の欄は、「傷害を負ラことび想定 
されるか、または物的損害の発生び想定さ 
れる」內容です。 


してはレけない 
r 禁止」の内容です。 



A ミ 


〇 

〇 


⑩ 

分解禁止 


設圖ま、この r 設置説明書」に従って、確実に行 

ラ(ブレーカーは「切」にして行ってください） 

設置に不備びあると、漏電-火災の原因になります。 

200 V -30 A 似上の専用回路と漏電しゃ断器 
を設置ずる 

この工事をしないと、配線部が異常発熱する恐れび 
あり、感電•义がの原因になります。 

分解-修理-改造は巧わない 

発火-異常動作してけびをするおそれびあ0ます。 


を化 
言口 

〇 


一 


実行しなければな5ない 
「指示」内容のをのです。 


電気配線工事は、電気設備技術基準等関連す 
るまを•規則等に従って必ず r 法的有資格ち」 
び行う 

接続' 固定び不完全な場合は、漏電'火災の原因になります。 


〇 アースエ事は、電気設備技術基準善関連する 
法を-規則等に従って必ず r 法の有資格者」 
_ f による D 種接地工事を行ラ 

アース線はガス管、水道管、避重針、電話のアース線 

に接続しないこと 

漏電時に感電のおそれびあります。 


〇 


ミ主鳥 


設置は、製品の重量に十分に耐える巧に確実に行ラ 

耐重量不足や取付び不完全な場合、製品の落下や転 
倒によ D けびをするおそれびあ0ます。 


0 

Q 


トッププレートに衝撃を加えない 

万一ひびび入った0割れると、過熱-異常動作•感 
電の原因になります。 

トツフフレートの上に案ったり物を落としたりしない。 


試運転中は、トッププレートやオープンなどの 
局温部|し触れない 

やけどのおそれびあります。 


〇 


カウンタートップの材料は、耐熱材料のものを使う 

熱硬化樹脂化粧板 (JIS K 6903) またはこれと同 

等!;!上の耐熱性を有する材料 

耐熱性の軌咐料を使巧すると、変あ’火災の原因になります。 

ニス弓 I をのをのは変色するため、使わないでください。 

製品近傍のシステムキッチンの材料は、9己で 
じ Lb に耐えるちのを使ラ 

システムキッチンの変色-変おの原因にな0ます。 


















♦この IH クッキングヒーターは、適切な電気工事と設置びされていませんと性能び十分発揮でさないばか 0 か、週熱などのを険び生じる場合 
びありますので、この設置説明舍をよくお読みのうえ、適切な設置をお願い致します。システムキッチンなどに組込んでくだごい。 

参電気工事は、がず r 電気工事 ± j の免許をお持ちの方び行ってくだごい。 

♦設畳完了をは、「設置完了後の確認」を行い、お客様へご説明ください。 

参付属品の確認をして < ださい。 

♦ガスのお菅やガスメーター、ガス撞等のガスエ作物は無断で 上ル_バ_ の•扫庶か卜 i m 

撤去しないでください。法令により規制されていますので、 —- … - 占- —— - _— 

事前にガス事業吾へ連絡してください。 I 一一も卜個 2個 I 

※保記書、取扱説明書、カンタンご使用ガイドびあることを確認 I "1 -'…… 

^ __■- _ 中にたットご n ています， 

天ぷ5お i 才ーブンドア の気□ポケット：受 皿： 化®パネル上 「 化なパネル下 


設置ずるとをは、义災予防を例に基づさ、 
必ず可燃物との離隔距離を守る 

離隔距離び近いと义がの原因にな0ます。 


電源電線およびアース線は、プラグをパし 
て直結しない 

漏電やショートによる感電-発火の原因になります。 


プラグの刃および巧の取付面に、ほこりが 
付着していないことを確認し、ガタのない 
よラ根元まで確実に差し込む 

ほこりび巧着したり、接続び不完全な場合、感電 
や火がの原因になります。 


^ ^ t ^ 必ず電気工事±の免許をお持ちの方び行ってください。 


参 IH クッキングヒーターは、専用回路 （1 台のクッキングヒー 
ターに1分岐回路）を設置してください。 


専用回路、漏電しゃ断器の設置 


>専用回跨、漏軍しや断器を設置してください。 


専用回路 i 

漏電しゃ断器 , 

ブレーカー付を 

1単相20 0 V .30 A 

i 

定格お流: 30 A 感度電流:1已 mA 

.冊冊 冊冊 j 


※吉相20 0 V (動力電源）には接続しないでください。 


屋内配線用電線、コンセントのお状1 


• IH クッキングヒーター用のコンセントは規格で次のよラな 
ちのび標準品となっていますので、事前にご確認の上、設置 
してください。 


器具の容里 

幹線の太さ 

コンセントの形状 

30 A 

0 2.6mm 

pq 単巧20 ov 用(接地極付） 
LaJ2 日 0 V -30 A 1 


【お消費里力の切り替えについて】 

本 IH クッキングヒーターは、工場出荷時絕，消費電力を已 .8 kW に設定して 
おりますび、 4.8 kW に切り替えることちできます。アンペアフレーカー 
の容呈不足の場合などで、 ご使用上不便なとさに選'ベます。 

※詳細は、お買上げの販売店へお問い合せください。 

♦切り替え方法 

①才ーブンのみと欲2つのキーを同時に押しなびら電源スイッチ 
を巧し電源を入れる。時 • 

-左ヒーター表示部に 「 S :8 巧び表示される。 

-前面操作部の表示部に23び表示される。 

③左ヒーターの r 設定」キー回を巧す峰旺朋 i び表示され 4.8 kW 
に設定される。 

③ 左ヒーターの r 設定」キー回を押す峰ち 召 田び表示され已 .skw 
に設定される。 

※キーを巧さない状態で已巧経過すると、切り替えられなくな 
ります。このとさは、再度①®®の操作を行ってください。 

④ 畢源スイッチを巧して電源を切る。 

※設定の確認は①の操作を行って < ださい。設定の確認後は電源 
スイッチを巧して電源を切って<ださい。 


※〇種接地工事 （ 1000 IJTF ) をぶ、ず行ってください。 
















各部のなまス 


1 cmlU 上 


>防熱板 



リネの最凸部 



可燃物 Icmm 上 


可燃物 


左ち 

1 0cm しソ上 


発熱体のが周 



奥行き※ 

1 2 〔のじ(上( 11 ~ 1 ヒーターの場合） 

( 1 己 cm 似上推奨） 

1 已 cm 攻上（クイックラジエントヒーターの場 S 


- H * 


^本1本の取凸部 


[消防法基準適合組込お] 


IH クッキングヒーターの前面はでさるだけ広く ( 60 cmUI 上)あけて通行時や冷蔵庫•家具等の扉び 防熱板はこれを設けたとさ、機器周囲の木壁温度び 

当たらないよラにして<ださい。 室温 3 已での時] 〇〇でを越えない断熱性を有すること。 

※本体からは IH ヒーターの場合上お、要です。 


本体 


※イラストは、 HT - C 20 TWFS で説明しています。 


参ヒーター表示は义力に応じて4阐こ光り、 
「1」〜 r 12」で火力の設定状況をお知 
らせします。 

《ヒーター表示は、左’ち' 中央 
ヒーターの操作を終えてから 
約10砂谢こ減光します。 

再度操作をすると元の日月るさ 
に戻0ます。 

を信部 

心ンジフードフアン、 

\連動システム巧のみ/ 

だヒーター操作部， 


义カパー (火力を表示します） 


上面操作パネル 


※このおおは一报家庭巧です。業巧用にはお巧いにならないでください。 



左ヒーター表示 


10.00がちの關巧めもの輔中 
1 ひ uo 妨おかし嫌ステ-キ国置 

j 贤 「とろ乂 I お 父 I 中火 I 強乂| t 


中央 ヒーター 表示 


圓①酌 0.00 保あ M 
国 uyun Ouu 忌込み 


ちヒ ーター 表示 


困 g 晒®8り0.00 S 化の關巧 M のう篇中 
国!！惭おかし姊巧-キ垣盈 


\連動システム付のみ/ 


义カキー 

切/スタートキー / タイマーキー 

設をキー 

•义力詞節•タイマー時聞設定 



切/スタートキー 
メニューキー 

• 揚げをの、湯わかし,保温、の飯、 
砂めちの、ステーキの設定 



m r ィ iM i を I 同 i !励 |と圳削 I 州叫 I ィ IM I の II む-1 

•"TWWU . -す-- "TWWV - V - 


• 揚げをのの温度設定 


、タイマーキー\ \中央ヒ—夕—操作部 
—キ— 

• 保温、煮込みの設定 
•义力調節•タイマー時間設定•保温、煮込みの調節 
• 炊飯湯わかしの仕上び D 調節、保温の調節、巧飯カツフ数の設定 


ちヒーター操作部 

願赢操作部と) 


( l . BkW ) (IH ヒータ ー) 

(1.2 kW ) (クイックラジェントヒータ ー) 



ちヒーター （ IH : 3.0 kW ) 


ツ 

才ールメタル巧庇 
に 2 C 1 T シリ-ズ / C 10 T シリ-スのみ） 



鉄.ステンレス 3.0 kW 
アル' •銅 2.巳 kW 



-上 ルーバー 


凸マーク (4 ヶ 巧） 

目の不自由な方が，韶をヒーターの中央に 
置 < ための目安です。 


前面操作パネル 


>前面表示部 


チャイルド□ックランプ 


電源ランプ 


たでザ電源 

づ.。バ 切/入 


-電源スイツチ （電源の入/切） 


♦前面操作部（使用するときは扉を押して開きます） 

才ープン表示 I ^ 


•れ餐き•とり巧•卜ースト•穿 IS 1'1 

■III 目’江的•ピヴ ■；? -ブン•中 民田 5 

■つけ巧き■ブラタン■ち巧き ■扣 *2 注 ■ 


の認巧巧 


-だ努ゴ辭1動システムなの助 


「チャイルド□ックキー 

すべての操作を□ック 


. r — 江 £ 0 ■リ，:* OT / 曲！ HM ____ 

囲ら占凹と J A 苗ザ靈 

5トニ；/5 ML 、、、、 3みし gl 3 曲 


※収納するとさち扉の中み部(マーク部)を巧して < ださい。 


才ープン 
操作部 

• 自貴)爾巧 

• 追加焼さ 
• 手動調 S 


タイマーキー 切/スタートキー 

•タイマー時間設定 

設定キー 

• 仕上び D 設定 


• 才ープン温度設定 


• □ックをするとをや稱除するとをは 
電源スイッチを入れキーを3秒間巧ず。 
• ヒーター使巧中は□ックでをません。 

•電源スイッチを切つてち(またはプラ 
グぞ巧いてち)記憶しています。 


L 音を聞き直しキー 

音靑ガイドを聞さ直します。 
音童の変更や消音をします。 


設置場所の確認 


•义災予防条例、電気設備技術基準第已9まに従って設置してください。 

•カウンタートップは熱硬化樹脂化粧板 （ J 旧 K 6903) と同等し i (上の耐熱性びあるちのを使用してください。 

ニス引さのをのは変色しますので使わないでください。 

♦製品の金属部びシステムキッチンの金属部と接触する場合、建造物の壁中の金属（メタ j レラスなど）とシステムキッチンの金属部 
を接触しないよ5にずるか、または IH クッキングヒーターの金属部びシステムキッチンの金属部に接触しないよラに取り付けて 
くださし、。 

•製品は水平に設置してくださし、。 

♦製品は乂災予防上、可燃物との間を図のよ5に離して取り付けてください。 


I このクッキングヒーターは「消防法設置基準」に基づく試験基準に適合 
しておりまず。建築物の可燃物か5図のように離して設置してください。 


■左記寸法びとれない場合には、不燃材に 
よる防熱板を取り付けてください。 



IrnTEOOS 



可燃物叫 mEUL 


可燃物 
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チン 
①位 
卜を 
し、。 


♦※し《2の寸法は製品寸法ですので、この部分への突起物びないよラにしてください。 

参※1は標準仕様でキヤビネツト前面の開□寸法は22己 mm 巧なとなっておりまずので、開口寸法び240 mmlU 上で隙間 
び生じた場合は、別売の下ルー•ノ（一をご使用ください。 

参※3ので法はカウンタートツプの巧位置の基準を示し、この範囲であれば設置できます。 

♦《4のカウンタートツプの厚みは、 40 mm を基準としていますので、厚さが 30 mm の場合には、別売の上ルー八‘一をご 
使用ください。 

♦《4び40 mmJ ^ Lh の時は、上ルーノ（一び接触するので設置でをません。 

♦※己のづ法は、キャビネット前面の開口寸法で奥行き 20 mm まで必要な空間です。 




♦カウンタートツプと背板の間（※りが日 0 mm け下の場 S ま、後固定金具び通るよう切り欠きを設け 
て < ださい。 

カウンタートツフの カウンタート、"フ 

取付巧 (4 己 0) /- ( -^ 

—— - / 〈正面断面図〉 


キャビネットの背面に背板びある場合は、次の加工を行ってくださし、 











由^™ 


化ルトイン電気才ーブンレンジ ( MR 0- SK 201 . MR 日- SK 201 目)に付属の「排気筒」を IH クッキングヒーターに接続してください。 


© IH クッキング ヒーターの 
背面に取0付けてある排 
気筒挿入□カバーをがし、 
止めネジを同じ場所に止 
めます。 


止めネジ 



⑤ IH クッキング ヒーターの 
吸•排気 カバーを がす 

オーブン用排気口 
が気筒挿入口 1胃 

トッププ レー ト\ 、イ 


，吸•排気 カバー 




③ビルトイン涅気才ープンレンジに 
付属しているが気筒を表示に合わせて 
挿入してねじ止めする 

v‘l .差し込む 



が気筒挿入□カバー 
をがす 


IH クッキングヒーター背面 


《詳細はビルトイン里気オープンレンジの設置説明書をご摸ください。 




トッププレート幅 60 cm 
上面図 


599±1.5 












































































































※金属端面がをいため、けがをしないようにを意してくださし、。 


吸•が気 カバー 


1 

2 

3 

4 



吸気 □ 
ポケット 


吸•お债カバーを取り外す 


前固定金具（本体に取り 
付け済み）のネジを 
30 mm 程ゆるめる。 


設置方法 必ずブレーカーをしゃ断して設置を行ってくださし、。 


※トッププレートは、がさないでください。 


カウンタートップ 


プラグを差し込む 

•カウンタートップに傷をつけないよラ、 
段ボール板を敷いてくだごい。 


バツキン 
ビ ニール 袋 
テーフ 


段ボール 


カウンタートップに本体の前面を挿入してから全体をはめ込む 

参はめ込み時は、前面のスイッチや前板をカウンタートップに当てない 
よラにを意してください。（傷びつく原因になります） 

参電源コードを本体底面とキャビネットの間に挟まないよラごを意くだ 
さい。（本体び浮き、すさ間び生じます） 

♦フレートワク裏側のパッキンがめくれたり、はみ出したりしない様にま 
意して < ださい。 

参カウンタートッフと本巧のトッフフレートのすき間び全周にないことを 
確認してくだごし、。 

参はめ込み後オーブン巧のテープを取0、パッキン、ポ U 袋をがしてくだごい。 

カウンタートッフび反っているなどですき間びある場合は別売のボウスイテー I / 
フ ( HTC -4 CB 031:メーカー希望ル売価格52已円(お巧500円、2008年、 
8月現在)）を用い、すき間を塞いでください。（水浸入防止のため） 


断面図 


カクンタ- 
トツプ 


卽 


本体の前面 

※膨5みに乗り上げない 
よう、フラット部に 
セツトしてください。 


上ルーバーを取り付け、本体の位置を調整ずる 

W ♦左ち側面の差し込み□に、上ルーバーの突起部を差し込んでください。 

(差し込んだをに上ルー J (一内側の凸部び、本体側面角巧部に確実に入つ 
ていることをご確認ください） 

参プレートワクとカウンタートップの取付巧の距離び図 A の寸法となるよラ 
本体の位置を調節して < ださい。 

♦上ルーノて一とキャビネットの左ち側面とのすさ間び巧一になるよラに本体 
位置を調節して < ださい。 

参キャビネットの扉面と本体の前面び合うよラに、本体の位置を調節してく 
だとい。 

参本体の位置を調節する場合は，本体を持ち上げて調節してくだごい。本体 
を持ち上げないで位置を調節すると、フレートワクの裏側のバッキンびは 
み出る場合びあります。 « 
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本体を固定ずる 

①を固定金具（本体に取り付け済み）の固定 
レノ く一を右へ倒してドライノ ^-を入れ、ネジを 
し、つたんゆるめ、後固定金具を矢印方向に回転 
させて、ネジを確実に締め付ける。 

※締め付けトルクは40〜己 ON’em とする。 

トツフフレート ホゎド义、リト 


カウンタートツフの厚みび巧くて 
を固定金具び固定でさない場台は 
当て木を添えてください。 


\後固定金具 

※後固定金具び持ち上がり、 
カウンタートップに固定され、 
シール性び確保されまず。 


②前固定を具（本化に 
取0付け済み）の固定 

♦取0付けた上ルーバーを 
取0外して < ださい。 


♦カウンタートッフに挟み込み、指で前固定金具 
を押さえなび6ネジを締め付け固定する。 

※締め付けトルクは 80~90N • cm とする。 

♦固定後本なを押して動かないことを確認して 
上ルーバーを取り付けてください。 

③フロントオープンとキャビネット扉のずを間を確威ずる。 

すき間び已 mmiU 下の時は、キサビネット扉の高さを 
調整して < ださい。 



K 吸気□ポケット、吸.排気カバー、化粧パネル上、 
^{離パネル下、才ーブンドア、受皿、焼網を取り 
付ける 

♦吸気ロポケット、吸.排気カバーを取0付けて < ださい。 
鲁イヒお/ くネル上を取り付ける。（ツメを本体のち巧に勘合させる） 
♦化おバネル下を取り付ける。 

•オーブンドア-受皿 • 巧網を取り付けて<ださい。 

《ドアの取りがけは、取扱説明き (40 ぺージ）を参照してください。 



化おバネルの左ちの 
巧に前面操作部の 
フランジ部をはめ込んで 
スライドさせてください。 



受皿 


.'ち巧 


化巧パネル下 
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①クッキングヒーター用の空源電圧が r 単巧200 VJ であることを確認してください。 

(巧圧異常の場合はし S !またはこ S をま示します） 

♦連動機能がさレンジフードと組み合わせて設置の場合は、レンジフード単体で正常に動作ずることを確 
認し、巧止させてください。また、送信部を鋼などでごえぞらないようにしてください。 


巧)巧源スイッチをブザーび鳴るまで巧してくだごし、。 


参電源ランプが点なします。 


③各ヒーターまたはオープンを r 入 J にして、動作を確認してください。 


(1) 左•ち ヒーター （IH ヒーター)、 

中央 ヒーター （IH ヒー ターのとさ） 

絹にコッフけ不程度（の200 mL ) の 水を入れ、 
ヒーターの 中央に置き、左ち ヒーター では中义 
キーを、や巧 ヒーターでは 义力設定キーを巧し 
た後、切/スタートキーを押してください。 
※鍋を置かないと通電しません。 


■上面操作パネルの左•ち-や巧ヒーターの 
通语ランプと上面表示部の液晶表示びオレ 
ンジとな0、义力 「7 J とま示します。 
しば5くすると、お湯び沸とラします。 

参レンジフードび自動的に運転しまず。※1 


(2) 中央ヒーター(クイックラジエントヒーターのとき） 
上面操作部の中央ヒーターの切/スタートキーを 
巧したを ( ZI キーを巧してください。 


参上面操作/ くネルの中央ヒーターの通里ラン 
プと上面表示がの液晶表示びアカとな0火 
力を表示し、約4砂後にヒーターび赤熱し 
ます。 . 

♦レンジフードび自動的に運乾します。※1 


(3) 才ーブン 

前面操作バネルの手動キーを}甲してトーストを 
選び.オーブンの切/スタートキーを押してくだ 
さし、。 


>前面操作/ ネルのオーブン巧電表示び点 ； la 
し、しばらくすると庫巧び熱くなります。 

>レンジフードび自動的に運おします。※1 


(4) すべてのヒーターと才ープンを停止してくださし、。 
と•ちヒーター、中央 ヒー ターの切/スタート 
キーをがします。また才ーフンの切/スタート 
キーを巧して偉止してください。 


■火力表示-通蛮ランフび消なします。 

(通電時間によっては高温注意表示をしまず。） 
♦レンジフードび約3分後己動停止します。 
※吕 


》1.レンジフードび停止中に、ヒーターを通軍開始した場合です。 

※し 2. 連動機能巧レンジフードとレンジフードファンを動システム付クッキングヒーターを組み合〇だた場さです。 

◎各ヒーターを停止後.約30分経過するとオートバワーオフび働を、自動的に電源ランフび消のし、電源び切れます。 

♦確認終了後は必ず巧巧スイッチを巧して巧源を切ってください。 

取原を「切」にした場含でも継続して;を却ファンび回りまずが、異常ではありません。本体内部の回路を保證ずるために、 
キー操作を;ち却ファンび必ず約10分間動作しまず。（自動的にを却ファンは止まります。） 

♦試運乾は IH で使える銅を使用してください。付属の天ぶ5銅は使用しないでください。 

(鍋底に磁石びつくをので、面の平らな部分び直径1 2~26 cm のをの。おの反りや脚び 3 mmW 下のもの） 

#日立アプライアンス株式会社 


設置完了後の確認 


♦通電をする前に才ーブン庫内、トツフプレートの上に栖包なびないことを確認してください。 
♦設置が了を、巧のず順でお訪してください。 


確認 巧 目 > 確認期 I 


巧®才ーブンのテープ止めをがし、パッキンを外したか確認してください。 
U ® 才ーブン庫内、トップフレート上に栖包材がなし、か庭認してくださし、。 

咬2吸-排気カバー-吸気ロポケット-上ルーパー-化おパネル(上.下）. 
g の ニオーブン（ドア • 受皿 • 焼網）を取り付けましたり、。 
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アースが設垣されていますか。 

漏電しゃ断器び設坦されていますか。 
プラグを接続しましたか。 


電巧工事 


2-H/071-2B 


F9(HP) 





